
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
「
梵
鐘
拓
本
」

資
料
と
紀
年
名
の
記
載
形
式
に
つ
い
て

◇
 

本
学
考
古
学
等
資
料
の
中
に
日
本
•
朝
鮮
・
中
国
の
金
石
文
拓

本
一
千
八
百
余
点
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
梵
鐘
類
」
の
拓
本
二
百

余
点
の
目
録
を
上
げ
、
若
千
調
査
し
た
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
。

梵
鐘
の
研
究
は
『
日
本
の
梵
鐘
』
（
昭
和
四
十
五
年
角
川
書
店
）
、

『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』
（
昭
和
四
十
七
年
角
川
書
店
）
、
『
侠
亡
鐘
銘

図
鑑
』
（
昭
和
五
十
一
年
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
出
版
社
）
を
刊
行
さ
れ

た
坪
井
良
平
氏
の
多
年
の
業
績
を
も
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
銀
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
も
慶
長
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
元
和
以
降
は
今

後
の
研
究
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
梵
鐘
の
歴
史
的
研

究
、
一
般
論
等
は
過
去
に
多
く
の
先
人
達
に
よ
り
研
究
発
表
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
「
梵
鐘
に
お
け
る
紀
年

銘
の
記
載
形
式
」
に
つ
い
て
略
述
し
て
み
た
い
。

梵
鐘
に
は
、
鋳
造
発
願
の
趣
旨
、
寺
院
の
来
歴
、
時
代
、
願
主

檀
那
、
鋳
工
な
ど
鋳
造
の
由
来
と
功
徳
を
述
べ
た
銘
文
が
表
現
さ

れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
表
現
方
法
に
は
陽
鋳
、
陰
刻
、
陽

起
の
三
種
が
あ
り
、
原
銘
、
追
銘
、
旧
銘
、
後
銘
と
四
時
期
に
区

分
さ
れ
る
。
そ
し
て
銘
文
の
形
式
と
し
て
一
ー
一
種
類
あ
り
、
「
序
」

と
「
銘
」
の
二
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
も
っ
と
も
完
備
し
た
形
式

の
も
の
、
「
序
」
と
「
銘
」
の
区
別
な
く
、
紀
年
、
寺
名
、
願
主
、

檀
那
、
鋳
工
な
ど
一
連
に
記
し
て
銘
辞
の
あ
る
も
の
、
簡
単
な
紀

年
、
寺
社
名
、
願
主
等
を
記
す
ほ
か
に
一
切
の
銘
辞
を
持
た
ぬ
も

の
と
に
区
別
さ
れ
る
。

以
上
銘
文
の
形
式
で
あ
る
が
、
次
に
記
載
形
式
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
こ
の
紀
年
銘
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
、
石
田
茂
作

氏
が
考
古
学
雑
誌
第
二
十
巻
第
七
号
（
昭
和
五
年
）
に
「
造
像
銘

記
」
を
主
材
に
し
た
、
紀
年
銘
の
記
載
形
式
に
就
い
て
発
表
さ
れ

て
以
来
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
。
本
学
梵
鐘
資

角

田

芳

昭
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料
も
こ
の
記
載
形
式
を
参
考
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。

◇
 

先
ず
年
次
の
記
載
形
式
を
大
別
し
て
み
る
と
次
の
六
種
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
年
号
年
次
な
く
、
た
だ
干
支
の
み
の
も
の

二
、
干
支
な
く
年
号
年
次
の
み
に
よ
る
も
の

三
、
年
号
年
次
干
支
を
具
備
す
る
も
の
、
そ
の
日

四
、
年
号
年
次
干
支
を
具
備
す
る
も
の
、
そ
の
け

五
、
年
号
年
次
の
下
に
千
か
支
の
い
づ
れ
か
を
つ
け
た
も
の

六
、
年
号
と
干
支
の
み
を
記
し
、
年
次
を
あ
ら
わ
す
数
字
を
欠
く

も
の

以
上
の
六
種
に
そ
れ
ぞ
れ
内
訳
が
つ
き
そ
の
数
十
八
形
式
で
あ

ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
の
用
例
の
も
の
と
し
て
は
、
古
来
よ
り
有
名
な
京
都
「
妙
心

寺
」
鐘
が
あ
る
。
銘
文
は
鐘
の
内
面
に
下
端
か
ら
約
一
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
戊
戌
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収
糟
屋
評
造
春

米
連
広
国
鋳
鍾
の
文
字
二
十
二
字
を
陽
鋳
し
て
い
る
。
戊
戌
年
は

文
武
天
皇
の
二
年
（
六
九
八
）
に
当
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
梵
鐘

に
お
い
て
は
わ
が
国
最
古
の
紀
年
銘
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

糟
屋
評
造
、
春
米
連
広
国
が
発
願
者
の
名
と
も
鋳
物
師
の
名
と
も

い
わ
れ
、
続
い
て
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
他
に
干
支
の
上

に
歳
次
、
歳
在
を
記
し
て
い
る
例
も
あ
り
一
二
形
式
と
な
る
。

二
の
用
例
に
属
す
る
も
の
と
し
て
ほ
、
年
号
制
定
後
に
お
け
る

紀
年
記
載
の
最
も
簡
単
な
形
式
で
あ
り
、
現
今
最
も
普
通
に
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
年
号
の
下
に
数
字
的
の
年
次
を
書
き
続
け

た
も
の
で
あ
る
。
福
井
県
織
田
神
社
「
神
護
景
雲
四
年
」
の
銘
が

こ
の
例
で
あ
る
。
他
に
年
号
の
下
に
第
の
字
を
加
え
て
い
る
場
合

が
あ
り
二
形
式
を
数
え
る
。

三
の
用
例
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
年
次
の
記
載
と
し
て
も
っ

と
も
詳
細
な
も
の
で
あ
り
「
歳
次
「
歳
在
」
「
歳
舎
」
「
大
歳
」
「
龍

集
」
等
の
字
句
の
使
い
方
に
よ
っ
て
数
通
り
分
け
ら
れ
る
。
奈
良

興
福
寺
「
神
亀
四
年
歳
次
丁
卯
…
…
」
銘
は
梵
鐘
銘
歳
次
の
最
古

の
用
例
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
こ
の
例
多
く
、
鎌
倉
時
代
頃
ま
で

こ
の
形
式
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
歳
在
」
は
奈
良
時
代
で
も
少

な
く
、
中
世
以
降
で
は
極
く
少
な
い
。
大
分
県
安
住
寺
の
「
文
和

二
年
歳
在
癸
已
五
月
十
八
日
」
が
鐘
銘
で
は
最
古
と
思
わ
れ
る
。

「
歳
舎
」
は
戦
国
時
代
以
降
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
光
得

寺
「
天
正
歳
舎
胡
～
仲
春
」
銘
の
例
が
あ
る
。
「
大
歳
」
又
は
「
大

オ
」
と
記
し
て
お
り
室
町
時
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。
埼
玉
県
川
越
養
寿
院
鐘
「
文
応
元
年
駄
鴎
…
…
」
が
こ
の

例
で
あ
る
。
歳
次
、
次
在
、
歳
舎
、
大
歳
等
と
か
く
と
こ
ろ
に
龍

集
の
文
字
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
愛
知
県
一
宮
市
天
祥
庵

「
享
徳
二
稔
龍
集
癸
酉
…
…
」
鐘
銘
は
最
古
と
思
わ
れ
る
。

四
の
用
例
に
属
す
る
も
の
と
し
て
ほ
歳
次
、
歳
在
、
歳
舎
、
大

歳
、
龍
集
等
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
な
く
年
号
年
次
の
下
に
直
ち

に
干
支
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
文
字
の
配
列
に
よ
っ
て
五
種
に

分
け
ら
れ
る
。

①
島
格
県
鰐
淵
寺
の
「
寿
永
二
年
癸
卯
…
…
」
銘
で
は
年
号
年
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次
干
支
と
を
同
じ
よ
う
に
書
き
下
し
た
も
の
で
、
平
安
鎌
倉
時
代

に
も
広
く
こ
の
形
式
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

庚

②
奈
良
県
吉
野
郡
廃
世
尊
寺
「
永
暦
元
年
更
…
…
」
銘
の
よ
う

に
干
支
を
横
に
細
字
で
分
書
し
た
と
こ
ろ
が
前
者
と
異
な
る
。
こ

の
形
式
は
奈
良
時
代
に
は
少
な
く
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
最
も
多
く

普
通
の
形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③
愛
知
県
一
宮
市
妙
興
寺
「
永
和
第
二
丙
辰
」
銘
の
よ
う
に
干

支
を
細
字
で
年
号
の
右
下
に
書
い
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
以
降
の

も
の
に
限
り
、
こ
の
紀
年
銘
は
ご
く
少
な
い
。

④
愛
知
県
岡
崎
市
法
蔵
教
寺
「
皆
慶
長
十
七
ョ
f
暦
」
銘
の
よ
う

に
干
支
が
細
字
で
し
か
も
斜
め
に
分
書
し
て
い
る
。
こ
の
用
例
は

鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
多
く
そ
の
後
少
な
く
な
り
江

戸
時
代
に
又
多
く
の
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

⑤
こ
れ
ま
で
の
も
の
は
干
支
を
年
の
下
に
記
載
し
て
い
る
が
、

そ
う
で
な
く
年
の
上
、
数
字
と
の
間
に
干
支
を
入
れ
た
も
の
が
あ

る
。
愛
知
県
法
蔵
寺
「
明
応
七
リ
年
霜
月
十
七
日
」
の
銘
で
、
室

二
芙

午

町
時
代
に
こ
の
書
式
が
多
い
。
又
岐
阜
県
星
輪
寺
「
明
徳
二
酉
年

三
月
十
二
日
」
銘
の
よ
う
に
干
支
の
字
配
り
に
は
分
書
と
そ
う
で

な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
こ
と
を
記
し

て
お
く
。

五
の
用
例
の
も
の
と
し
て
は
『
三
河
国
宝
飯
地
方
金
石
文
集
』

三
河
蒲
郡
町
天
桂
禅
院
「
承
元
巳
三
月
」
(
―
二

0
九
年
）
（
侠
亡

鐘
）
銘
の
よ
う
に
年
号
年
次
に
支
の
み
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

本
学
鐘
銘
拓
本
に
は
例
が
な
い
。
又
年
号
年
次
に
干
の
み
を
つ
け

た
も
の
の
用
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
飛
州
志
』
喚
鐘
飛
騨
高
山
宗
猷
禅
寺
「
文
明
十
一
年
己
家
六

月
吉
日
」
（
一
四
七
九
）
（
侠
亡
鐘
）
こ
れ
ら
の
用
例
は
非
常
に
少

な
い
が
、
足
利
時
代
に
良
く
使
わ
れ
て
い
る
。

六
の
用
例
の
も
の
と
し
て
は
大
阪
府
柏
原
市
光
得
寺
「
干
時
寛

喜
巳
丑
」
銘
、
新
潟
県
加
賀
田
氏
蔵
「
康
永
癸
未
五
月
」
銘
、
山

梨
県
栖
雲
寺
「
延
文
己
亥
季
冬
廿
日
」
銘
、
京
都
府
本
国
寺
「
文

禄
癸
巳
九
月
吉
辰
」
銘
等
で
あ
り
、
こ
の
用
例
は
各
時
代
に
わ
た

り
割
合
と
多
い
。

以
上
年
次
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
十
八
形
式
を
考
え
て
み
た

が
、
こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
銘
記
も
あ
る
。
「
年
」
の
文
字
の
代

り
に
季
、
雷
、
香
、
稔
、
天
、
暦
、
歳
、
載
、
祀
等
の
異
字
を
使

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
又
千
支
の
記
載
に
あ
た
っ
て
、
特
に
そ

の
異
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
大
阪
町
中
鐘
「
寛
永
十
一

闊
逢
闊
茂
季
秋
吉
日
」
銘
は
闊
逢
が
甲
、
闇
茂
が
戌
で
あ
る
。
又

京
都
高
台
寺
「
皆
慶
長
十
一
年
柔
兆
敦
詳
小
春
配
鄭
」
銘
は
柔
兆

が
丙
、
敦
詳
が
午
で
あ
る
。

年
号
の
中
で
私
年
号
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
と
き
に
あ
り
板
碑

等
に
多
く
梵
鐘
に
は
見
い
出
さ
な
い
。
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に

地
方
的
に
存
し
た
も
の
で
、
泰
平
(
-
―
七
二
）
、
和
勝
（
一
―

九

0
)、
迎
雲
(
-
―
九
九
）
、
白
禄
（
―
-
―
-
三
六
）
、
白
鹿
（
一

三
四
一
）
、
大
道
（
南
北
朝
）
、
天
靖
（
一
四
四
一
―
-
)
、
福
徳
（
一

四
九

0
)、
弥
勒
（
一
五

0
六
）
、
命
禄
(
-
五

0
六
）
、
永
喜
（
一

五
二
六
）
、
宝
寿
（
不
明
）
等
が
見
ら
れ
る
。
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次
に
月
次
の
記
載
形
式
を
考
察
す
る
と
、
正
月
、
二
月
、
三
月

四
月
と
記
載
す
る
も
の
が
最
も
普
通
で
あ
り
古
来
よ
り
九
割
ま
で

は
こ
の
形
式
で
あ
る
が
、
詩
的
名
称
と
も
い
え
る
月
の
呼
称
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

高
松
市
法
泉
寺
「
元
徳
二

r午
青
陽
銘
は
孟
陽
、
正
陽
な
ど
と

同
様
、
青
陽
は
正
月
の
異
名
で
あ
る
。
鎌
倉
円
覚
寺
「
応
永
丁
丑

仲
春
日
」
銘
ほ
仲
陽
、
甜
春
な
ど
と
同
様
仲
春
は
二
月
の
異
名
で

あ
る
。

癸

山
口
県
正
法
寺
「
正
平
十
八
年
川
泊
洗
初
八
日
」
（
本
学
資
料

で
は
な
い
）
鐘
銘
は
弥
生
、
墓
陽
な
ど
と
同
じ
油
洗
は
三
月
の
異

名
で
あ
る
。

庚

愛
知
県
蒲
郡
市
勝
善
寺
「
寛
喜
二
年
オ
卯
月
三
日
」
銘
は
四
月

の
異
名
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
卯
月
の
文
字
は
他
の

月
の
異
名
よ
り
最
も
多
い
。
南
北
朝
以
降
室
町
、
桃
山
時
代
に
も

多
く
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

大
阪
市
大
蓮
寺
「
干
時
寛
永
十
九
珀
年
初
夏
二
十
五
日
」
銘
も

初
夏
首
夏
、
孟
夏
始
夏
維
夏
等
と
同
様
四
月
の
異
名
で
あ

る。
『
越
後
の
古
鐘
』
に
越
後
浄
応
禅
寺
「
明
應
第
参
胆
仲
夏
下
滸

吉
日
」
銘
文
中
、
仲
夏
は
皐
月
、
梅
月
、
梅
夏
と
と
も
に
五
月
の

異
名
で
あ
る
。

大
阪
市
難
波
別
院
「
文
禄
五
呻
暦
林
鐘
下
旬
第
四
日
」
銘
は
仲

呂
と
同
じ
く
十
二
律
の
一
つ
で
林
鐘
は
六
月
の
異
名
と
し
て
用
い

◇
 

次
に
日
次
の
記
載
形
式
を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の

ら
れ
て
い
る
。

京
都
市
引
接
山
寺
「
康
暦
元
年
芦
孟
秋
四
六
之
天
」
銘
は
桐
秋
、

蘭
秋
、
初
秋
、
新
秋
な
ど
孟
秋
は
七
月
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

大
阪
市
本
覚
寺
「
正
保
第
二
N酉
暦
仲
秋
中
旬
八
」
銘
は
葉
月
、

桂
月
、
秋
風
月
、
秋
半
、
季
秋
等
と
と
も
に
仲
秋
は
八
月
の
異
名

で
あ
る
。

滋
賀
県
来
迎
寺
「
元
亀
一
―
―
芦
年
菊
月
吉
日
」
銘
は
長
月
、
玄
月
、

祝
月
、
寝
覚
月
等
と
と
も
に
菊
月
は
九
月
の
異
名
で
あ
る
。

寝
屋
川
市
本
尊
寺
「
皆
寛
永
十
四
ー
丑
応
鐘
中
旬
」
銘
、
京
都
市

高
台
寺
「
皆
慶
長
十
一
年
柔
兆
敦
詳
小
春
…
・
:
」
銘
等
、
応
鐘
、

小
春
は
神
無
月
、
神
去
月
、
初
霜
月
な
ど
と
と
も
に
十
月
の
異
名

で
あ
る
。

山
梨
県
広
厳
院
「
嘉
暦
二
季
黄
鐘
廿
七
日
」
銘
、
愛
知
県
岡
崎

市
法
蔵
寺
「
明
応
七
望
年
霜
月
十
七
日
」
銘
等
は
神
帰
月
、
仲
冬

な
ど
と
と
も
に
黄
鐘
、
霜
月
は
十
一
月
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

山
梨
県
栖
雲
寺
「
延
文
己
亥
季
冬
廿
日
」
銘
、
大
阪
市
願
生
寺

「
皆
貞
享
二

N
歳
大
呂
陽
日
」
銘
、
等
は
極
月
、
冷
月
、
春
待
月

丑

な
ど
と
と
も
に
季
冬
、
大
呂
は
十
二
月
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
月
の
異
名
が
年
間
を
通
し
て
一
番
多
い
の
が
目
に

つ
く
。
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が
あ
り
約
八
形
式
ぐ
ら
い
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
数
字
的
に
日
次
を
表
わ
し
た
も
の
、
例
え
ば
四
月
十
三
日

と
か
、
十
二
月
十
一
日
と
か
の
よ
う
に
数
字
的
に
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
、
古
来
よ
り
現
代
に
い
た
る
ま
で
銘
記
中
最
も
多
い
も
の
で

あ
る
。二
、
数
字
的
日
次
と
干
支
と
を
兼
ね
合
わ
せ
た
も
の
、
「
十
三

日
壬
寅
」
（
妙
心
寺
鐘
）
は
数
字
的
に
何
日
と
あ
る
次
に
干
支
の

み
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
初
期
に
も
少
し
の
用
例
が
あ丙辰

り
、
室
町
時
代
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。
「
建
久
七
年

甲

十
一
月
十
九
日

F
」
（
佐
賀
健
福
寺
）
は
日
次
の
下
に
干
支
を
細

字
で
分
書
し
た
も
の
で
、
こ
の
例
は
平
安
中
期
に
多
い
。

三
、
唯
干
支
の
み
で
日
次
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
日
本
書
紀
、

続
日
本
紀
の
記
載
は
い
づ
れ
も
こ
の
形
式
で
あ
る
が
、
銘
記
に
残

る
実
例
は
少
な
く
、
「
天
文
三
年
正
月
庚
甲
之
日
初
刻
」
（
足
利
学

校
孔
子
像
）
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

四
、
日
次
を
そ
の
異
名
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
朔
日
、

望
日
、
晦
日
、
初
日
、
生
何
日
、
結
制
日
、
解
制
日
、
彼
岸
、
時

正
等
の
銘
記
が
あ
る
。
「
皆
永
仁
六
年
如
孟
春
望
日
」
（
横
浜
市

東
漸
寺
）
と
あ
り
、
「
正
安
参
年
封
八
月
初
七
日
」
（
鎌
倉
円
覚

庚

寺
）
「
暦
応
三
年
＿
＿
叉
四
月
初
八
日
」
（
東
京
真
福
寺
）
と
あ
る
。

「
壬
申
元
徳
二
年
結
制
後
十
一
日
」
（
静
岡
県
本
立
寺
）
、
「
大
歳

壬
申
正
慶
元
年
解
制
前
一
日
」
（
伊
宮
東
明
寺
）
（
本
資
料
室
に
は

な
い
）
と
あ
り
、
結
制
は
禅
宗
用
語
で
安
居
を
結
ぶ
こ
と
、
解
制

は
そ
れ
を
解
く
こ
と
で
あ
る
。
安
居
は
禅
家
に
あ
っ
て
は
四
月
十

五
日
に
結
び
、
七
月
十
四
日
に
解
く
の
を
例
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
結
制
後
十
一
日
は
四
月
二
十
五
日
、
解
制
前
一
日
は
七
月
十
―
―
―

日
に
あ
た
る
。

五
、
十
日
宛
を
一
括
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
日
次
を
あ
ら
わ
す
も

の
、
十
日
宛
を
一
括
す
る
言
葉
と
し
て
は
旬
、
溜
、
浣
の
―
―
一
種
が

例
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
、
中
、
下
に
分
け
熟
字
と
し
て

第
十
日
ま
で
、
第
二
十
日
ま
で
、
第
一
＿
一
十
日
ま
で
を
い
う
。
「
文
禄

五
呻
暦
林
鐘
下
旬
第
四
日
」
（
大
阪
市
難
波
別
院
）
）
「
永
和
丁
巳

三
月
下
潜
」
（
山
梨
永
昌
院
）
、
「
皆
慶
長
十
一
年
柔
兆
敦
詳
小
春

麟
」
（
京
都
高
台
寺
）
等
の
例
が
あ
る
。

六
、
吉
祥
的
の
文
字
に
よ
っ
て
日
次
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
銘

記
中
吉
日
、
吉
辰
、
良
辰
、
吉
祥
日
、
如
意
日
、
如
意
珠
日
等
で

あ
る
。
「
元
亀
―
―
―
的
年
菊
月
吉
日
」
（
大
津
来
迎
寺
）
、
「
文
禄
癸

巳
九
月
吉
辰
（
京
都
本
国
寺
）
、
「
岩
慶
長
十
一
年
・
・
・
・
・
・
蝕
麟
」
（
京

都
高
台
寺
）
、
「
正
保
第
二
N酉
稔
吉
祥
日
」
（
高
槻
市
神
峯
山
寺
）
、

乙

「
皆
明
応
第
四

p
穏
蛸
月
如
意
珠
日
）
（
豊
橋
市
大
平
寺
）
等
の

g
 

用
例
が
あ
る
。

七
、
日
時
を
指
示
す
る
限
定
詞
を
略
し
た
も
の
、
「
三
月
日
」

と
か
「
十
月
日
」
と
か
記
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
後
か
ら
記
入
し

よ
う
と
思
っ
て
記
入
を
忘
れ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
例
が
多

く
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
始
め
か
ら
の
意
志
で
な
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
用
例
の
最
古
の
も
の
と
し
て
は
広
島
県
大
聖
院
「
治

承
元
季

mn-
―
月
日
」
鐘
銘
（
本
学
資
料
に
は
な
い
）
で
、
続
い
て

「
治
承
二
年
六
月
日
」
（
京
都
宿
院
極
楽
寺
）
（
侠
亡
）
で
あ
る
。
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本
学
資
料
例
と
し
て
は
「
承
元
四
年
庚
午
十
一
月
日
」
（
和
歌

山
金
剛
一
一
一
昧
院
）
の
例
が
あ
り
鎌
倉
時
代
に
こ
の
用
例
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。

八
、
記
載
日
に
関
す
る
説
明
的
の
字
句
を
添
え
た
も
の
、
こ
の

用
例
は
多
く
は
見
当
ら
な
い
が
少
し
あ
る
。
暦
の
中
段
十
二
直
の

一
を
日
次
の
下
に
加
え
る
こ
と
が
銘
記
中
に
見
ら
れ
る
。
十
二
直

と
は
建
（
た
つ
）
、
除
（
の
そ
く
）
、
満
（
み
つ
）
、
平
（
た
い
ら
）
、

定
（
さ
た
ん
）
、
執
（
と
る
）
、
破
（
や
ふ
る
）
、
危
（
あ
や
ふ
）
、

成
（
な
る
）
、
収
（
お
さ
ん
）
、
開
（
ひ
ら
く
）
、
閉
（
と
つ
）
で
、

そ
の
日
の
吉
凶
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
戊
戌
年
四
月
十
一
＿
一
日

壬
寅
収
（
京
都
妙
心
寺
）
等
で
あ
る
。
そ
の
他
七
曜
な
ら
び
に
二

十
八
宿
の
一
っ
を
日
次
の
下
に
加
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

次
に
銘
記
中
に
干
支
や
数
字
に
異
字
を
用
い
て
い
る
場
合
が
多

々
あ
る
。
千
支
に
異
字
を
用
い
た
も
の
で
は
景
、
康
、
芙
、
弓
、

井
等
が
あ
り
、
数
字
に
異
字
を
用
い
た
も
の
に
は
弐
、
参
、
二
、

ニ
・
ニ
、
伍
、
玖
、
拾
等
あ
る
。
又
年
次
の
上
に
皆
、
維
、
維
時
、

時
也
、
子
時
等
の
文
字
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
「
岩
永
仁

六
年
如
孟
春
望
日
」
（
横
浜
東
漸
寺
）
、
「
時
也
延
文
元
年
七
月
五

日
」
（
神
奈
川
清
浄
光
寺
）
、
「
干
時
寛
喜
已
丑
」
（
大
阪
光
得
寺
）

等
の
例
が
あ
る
。

以
上
紀
年
銘
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
年
、
月
、
日
そ
の
他
順
を

お
っ
て
略
述
し
た
が
全
体
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
飛
鳥
白
鳳

時
代
の
も
の
に
は
「
戊
戌
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収
」
の
例
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
干
支
を
主
体
に
し
て
お
り
、
年
号
の
制
定
の
な
い
時

代
、
あ
る
い
は
年
号
の
制
定
は
あ
っ
て
も
非
秩
序
で
あ
っ
た
時
代

に
お
い
て
は
当
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
神
護
景
雲
四
年
九
月
十
一
日
」
の
よ
う
に
奈
良
時
代
に
入
っ
て

年
号
の
制
定
が
秩
序
正
し
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
干
支
を

除
い
て
い
る
。
し
か
し
干
支
を
記
入
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
古

文
書
類
に
は
数
字
的
記
載
が
多
く
、
金
石
文
等
永
久
性
を
要
す
る

も
の
に
は
干
支
を
合
わ
せ
た
も
の
が
多
い
。
平
安
初
期
に
は
奈
良

時
代
の
形
式
が
多
い
。

平
安
中
期
以
降
に
な
る
と
干
支
を
除
き
数
字
的
記
載
の
み
が
多

く
な
る
が
、
こ
れ
は
泰
乎
の
世
と
な
り
、
年
号
の
制
定
が
秩
序
を

保
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
又
一
方
干
支
と
数

庚

字
を
合
わ
せ
た
形
式
と
し
て
「
永
暦
元
年
九
月
廿
日
」
、
「
長
寛

辰

二
年
頸
虹
七
月
二
日
：
・
…
」
の
ご
と
く
干
支
を
細
字
割
書
き
す
る

形
式
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
が
お
お
い
に
流
行
し
、
鎌
倉
中
期
ま
で

続
い
て
い
る
。
鎌
倉
末
期
は
五
山
文
学
の
影
響
、
絵
画
、
書
道
等

文
学
、
芸
術
の
進
取
的
思
考
に
よ
り
、
伝
統
に
と
ら
わ
れ
ず
諸
々

の
新
し
い
記
載
形
式
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
「
干
時
弘
安
第
七
叶

…
…
」
の
例
で
は
干
時
、
皆
等
の
文
字
を
紀
年
の
上
に
冠
せ
た
り
、

弘
安
七
年
と
す
る
と
こ
ろ
を
更
に
第
の
字
を
加
え
弘
安
第
七
と
し

た
り
、
「
壬
申
元
徳
二
年
結
制
後
十
一
日
」
の
例
で
は
、
正
月
、

二
日
等
数
字
的
月
名
以
外
に
結
制
後
の
よ
う
な
異
名
を
用
い
た

り
、
数
字
の
四
の
か
わ
り
に
ニ
・
ニ
ニ
等
の
異
字
を
用
い
て
い

る
。
「
嘉
暦
二
季
黄
鐘
廿
七
日
」
の
よ
う
に
年
の
代
り
に
「
季
」

と
書
き
、
十
一
月
の
異
名
と
し
て
「
黄
鐘
」
と
書
く
な
ど
単
調
を

- 63 -



複
雑
に
し
て
五
山
禅
僧
達
の
文
字
を
弄
ぶ
か
と
も
見
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
。
反
面
、
寅
を
弓
と
略
し
、
十
一
月
日
の
よ
う
に
省
略
さ

れ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

次
い
で
南
北
朝
、
室
町
時
代
の
銘
記
は
大
体
に
お
い
て
鎌
倉
時

代
の
踏
襲
で
あ
る
が
、
千
支
が
再
び
多
く
残
っ
て
い
る
の
は
、
政

治
的
混
乱
に
不
安
を
感
じ
た
時
代
相
の
反
映
だ
ろ
う
か
。
又
室
町

末
期
に
福
徳
、
弥
勒
、
命
禄
、
永
喜
な
ど
の
私
年
号
が
現
わ
れ
た

の
も
足
利
幕
府
の
統
率
力
の
弱
さ
が
一
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
初
期
寛
永
時
代
に
な
る
と
天
下
泰
平
の
世
と
朱
子
学
を

初
め
と
す
る
国
学
の
勃
興
に
よ
り
、
異
名
、
異
称
、
異
体
文
字
等

が
再
び
多
く
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
寛
永
十
一
闘
逢
闇
茂

季
秋
吉
日
」
、
天
和
二
年
龍
輯
壬
戌
春
二
月
消
良
」
、
「
元
禄
五
誤

龍
舎
壬
申
秋
九
月
令
日
」
な
ど
の
例
で
あ
る
。

以
上
記
載
形
式
に
つ
い
て
述
べ
た
が
「
梵
鐘
」
に
関
し
て
の
名

称
と
か
異
称
と
い
わ
れ
る
も
の
が
存
し
て
い
る
。
「
鐘
」
の
文
字

を
用
い
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
梵
鐘
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
又
「
鍾
」
の
文
字
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
中
国
、
朝
鮮
に
多
く
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
奈
良
、
平
安
時
代

に
も
多
い
。
こ
れ
ら
鐘
、
鍾
に
当
時
の
学
問
的
仏
教
の
影
響
を
受

け
て
単
な
る
一
字
に
は
満
足
せ
ず
種
々
な
形
容
の
一
字
を
加
え
て

い
る
。
す
な
わ
ち
推
鐘
、
槌
鐘
、
撞
鐘
、
鳴
鐘
、
洪
鐘
、
等
で
あ

り
大
型
仏
器
ゆ
え
巨
鐘
、
大
鐘
、
巨
鋪
、
洪
鍾
、
梵
鐘
な
ど
が
あ

り
、
経
典
、
仏
具
よ
り
派
生
し
た
と
見
ら
れ
る
健
稚
、
乾
椎
な
ど

も
出
て
く
る
。
時
刻
の
役
目
も
し
た
の
で
時
鐘
、
報
鐘
等
も
例
が

あ
る
。
又
小
型
の
釣
鐘
の
銘
に
小
鐘
、
半
鐘
、
範
鐘
、
飯
鐘
、
喚

鐘
な
ど
の
例
を
見
る
。
こ
れ
ら
を
学
術
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
が

丸
山
瓦
全
氏
で
「
梵
鐘
の
異
称
一
覧
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
―
―
―
―
―

巻
第
一

0
号
）
と
し
て
昭
和
十
九
年
発
表
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ

り
、
次
い
で
諸
々
の
研
究
者
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
の
ま

と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
久
保
常
晴
氏
の
「
梵
鐘
名
称
考
」
（
仏
教

考
古
学
研
究
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

次
に
目
録
に
梵
鐘
鋳
物
師
一
覧
を
掲
げ
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
は
前
記
「
日
本
の
梵
鐘
」
「
金
工
史
談
」
（
香
取
秀
真
）

「
日
本
鋳
工
史
稿
」
（
香
取
秀
真
）
に
研
究
業
績
が
発
表
さ
れ
て

い
る
の
で
参
考
と
さ
れ
た
い
。

- 64 -



弓九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニーf分区
光顧千金璽健長閉泉西飽廃金栄神識岐り乎閾織興妙 保

本世峯 田
管徳泉光＝福宝淵福願照尊山山護 等城神福心

寺寺寺昧院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺 院寺社寺寺 者

住

所

時魯千已 甲貞匝届● ●径面貞天 承元 反建七年久丙 建＝冬 年寿丞ー 安呑季一ー 永万 長窮年ー 辰永唇年尤庚 天慶年七 喜十+廷七年 十手貞競七 無靡 無製 無扇 神護景衷 神為 戊戌年月± 四 年
号

丑 二月 十月廿 年↑四庚十一季消涼 癸卯五 —月六 元年9後i●●●次九月廿六月ニ ー 八 年九十四月 年歳四次T -
銘

又

日 六一月午十月九日●七月 月午十戊九 日 二七月 日 日 月三廿三月 十卯—壬寅収日 は

推
日日 酉日乙 日日 ー日ニ十月 定

年
日 代
壬 日
午

三 □三三ニニニニ ニニ九九八魯時代慶時代麿時代 七七六
西

ニニニー九九八七 六 四一七 二九 歴
九四三〇六二三六 四六〇四七五 七〇七分 年

工’浩嗣 鉛’師友師宗 鋳師’則商 鈴>師
塁匠霊比頼友等 塁魯船是守師 豊嬰命 開翌都海継 I ？ 鋳

造

師

椎鐘洪鐘 洪鍾鴻鐘鍾鍾鐘洪鐘鐘洪鐘鴻鐘梵鐘
鍾眉神器 鍾

＇ 

梵

鐘

拓

本

覧

- 65 -



-．二ニニ
二＝―
ニ
四
二
五
二
六
二
七
ニ
八
二
九

――
10 

―――― 
三
二
――-=-

三
四塁

11
一六
三
七
三
八
―――九
四
〇
四
一四二

四
三
四
四

勝

善

寺

東

大

寺

浄

橋

寺

金

剛

山

寺

常

楽

寺

石

手

寺

意

運

寺

養

寿

院

太
田
新
次
郎

氏
蔵
五

尊

教

会

東
大
寺真
言
院

長

勝

寺

大

歳

神

社

徳

勝

寺

金

剛

峯

寺

千

光

寺

日
撫
神
社

蓮

華

寺

竹

林

寺

大

日

寺

興

降

寺

華

光

寺

慈

光

寺

国

分

尼

寺

愛
知
県
蒲
郡
市
阪
本
町

奈
良
市
雑
司
町

西
宮
市
塩
瀬
町
生
瀬

奈
良
県
大
和
郡
山
市
矢
田
町

鎌
倉
市
大
船

愛
媛
県
松
山
市
道
後

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
佐
々
羅

埼
玉
県
川
越
市
末
広
町

神
戸
市
生
田
区
元
町
三
丁
目

栃
木
県
足
利
市
小
俣
町

奈
良
市
雑
司
町

香
川
県
小
豆
郡
池
田
町

和
歌
山
県
那
賀
郡
桃
山
町
寺
前

岐
阜
県
大
垣
市
青
柳

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町

兵
庫
県
洲
本
市
上
内
膳

滋
賀
県
坂
田
郡
近
江
町
顔
戸

滋
賀
県
坂
田
郡
米
原
町
番
湯

高
知
市
五
台
山

和
歌
山
県
海
草
郡
美
里
町
宮
ノ
前

愛
媛
県
周
桑
郡
丹
原
町

京
都
市
上
京
区
六
軒
町
出
水

東
大
阪
市
東
豊
浦
髪
切

神
奈
川
県
海
老
名
市
国
分

寛
喜
二
年
頑
卯
月
三
日

延
応
元
年
年
九
月
舟
日

千
時
寛
元
二
年
無
射
九
月

寛
元
四
年
頭
―
1

一
月
日

宝
治
二
季
竺
―
一
月
廿
一
日

建
長
一
＿
一
季
頭
紐
六
月
八
日

建
長
八
年
飼
二
月
廿
八
日

文
応
元
年
誌
十
一
月
廿
二
日

弘
長
二
年
年
十
一
月
日

弘
長
一
デ
翌
年
二
月

□ロロ

千
時
文
永
元
年
押
卯
月
五
日

建
治
元
年
矮
九
月
八
日

建
治
参
年
式
九
月
十
四
日

日

大
歳

弘
安
三
年
＋
月
辰
庚

弘
安
三
年
鰈
正
月
廿
五
日

弘
安
六
年
蹂
二
月
十
八
日

弘
安
六
年
緑
十
月
廿
三
日

弘
安
七
年
十
月
十
七
日

千
時
弘
安
第
七
畔
二
月
二
十
五
日

弘
安
八
年
皿
二
月
廿
三
日

弘
安
九
年
年
五
月
、
日

正
応
元
字
十
月
十
八
日
庚
午

正
応
五
年
庭
十
一
月
廿
四
日

正
応
五
年
鞣
十
月
六
日

ーニ――

10

―
二
三
九

―
二
四
四

―
二
四
六

―
二
四
八

-l
一五一

―
二
五
六

ー
ニ
六

0

―
二
六
二

ー
ニ
六
三

―
二
六
四

―
二
七
五

―
二
七
七

ー
ニ
八
〇

ー
ニ
八
〇

―二八一――

―二八一――

―
二
八
四

―
二
八
四

ー
ニ
八
五

―
二
八
六

ー
ニ
八
八

ー
ニ
九
二

ー
ニ
九
二

＊
エ
左
馬
允
紀
盛
忠

東
大
寺
鋳
物
師
大
工
山
川
助
永

大
公
河
内
助
安

大
工
揺
則
弘

大
工
山
河
貞
清

大
工
和
権
守
物
部
国
光

大
工
丹
治
久
友

大
工
河
内
国
乎
久
末

＊
エ
河
内
国
平
重
永

大
工
西
善

大
工
沙
祢
専
念

大
工
平
貞
弘

大
工
泣
内
国
丹
治
国
忠

丹
波
正
則
等

鋳
師
丹
治
久
友
・
大
江
真
重

大
工
丹
治
国
則

鋳
師
大
工
散
位
土
師
宗
貞

大
鋳
師
左
兵
衛
志
延
小
工
廿
人

槌
鐘鐘鍾鐘鐘

突
鐘

洪 洪倫椎
鍾鐘鐘鍾鐘鐘鐘鐘鐘 鐘

華
鐘

椎
鐘

釣
金
具
？

鴻
鐘

-66-



四
九
五
〇
五一五二

五
三
五
四
五
五
五
六
五
七
五
八
五
九
六
〇
六一六二

六一――
六
四
六
五
六
六
六
七
六
八

中

尊

寺

加
賀
田
氏
蔵

浄

土

寺

東

脱

寺

安

住

寺

清

浄

光

寺

満

福

寺

妙

満

寺

堀 真

福

蔵寺

氏

滝地本

水 蔵立

寺院寺

四

五

一

神

宮

寺

四

六

東

漸

寺

四

七

円

覚

寺

四

八

安

祥

寺

善

光

寺

正

法

寺

増

賀

堂

妙

光

寺

広

厳

院

法

泉

寺

阿

弥

陀

寺

新
潟
県
佐
渡
郡
新
穂
村
井
内

横
浜
市
磯
子
区
杉
田
町

鎌
倉
市
山
ノ
内

京
都
市
山
科
区
安
祥
寺
町

山
梨
県
甲
府
市
里
垣

埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿

奈
良
県
桜
井
市
多
武
峯

横
浜
市
戸
塚
区
瀕
谷
町

山
梨
県
東
八
代
郡
一
宮
町

香
川
県
高
松
市
―
―
一
番
町

東
京
都
港
区
麻
布
広
尾
町

静
岡
県
田
方
郡
韮
山
町

京
都
府
宇
治
市
白
川

千
葉
県
印
描
郡
本
埜
村

東
京
都
板
橋
区
下
赤
塚
町

奈
良
県
吉
野
郡
西
吉
野
村
賀
名
生

岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町

新
潟
市
西
大
畑

千
葉
県
佐
原
市
大
戸
川

鎌
倉
市
山
ノ
内

大
分
県
杵
築
市
南
杵
築

神
奈
川
県
藤
沢
市
西
富

和
歌
山
県
海
草
郡
美
里
町
神
野
市
湯

京
都
市
中
京
区
二
条
寺
町

永
仁
三
年
起
九
月

告
永
仁
六
年
諏
孟
春
望
日

正
安
参
年
野
八
月
初
七
日

嘉
元
ニ
・
ニ
香
鴨
正
月
廿
六
日

正
和
二
年
歳
次
美
丑
六
月
日

元
亨
二
年

□口
□九
日

元
亨
＿
―
-
年
六
月
日

干
時
正
中
弐
年
琴
―
-

i

月
十
七
日

嘉
暦
二
季
黄
鐘
廿
七
日

元
徳
二

r午
宵
陽

太
歳
庚
午
元
徳
二
年
三
月
二
日

壬
申
元
徳
一
一
年
結
制
後
十
一
日

建
武
二
年
立
二
月
舟
日

建
武
五
年
諏
八
月
八
日

暦
応
三
年
麟
四
月
初
八
日

康
永
元
年
咲
八
月
日

康
永
弐
季
虹
紐
七
月
日

康
永
癸
未
五
月

貞
和
五
年
琴
十
一
月
十
五
日

観
応
元
年
庚
寅
八
月
日

文
和
二
年
歳
在
癸
巳
五
月
十
八
日

時
也
延
文
元
年
七
月
五
日

正
平
十
三
年
虹
九
月
三
日

正
平
十
四
年
誌
―
―
一
月
十
一
日

日

三
九
五

ー
ニ
九
八

―-＝
IOI 

-＝＝10
六

――――ニ――

二
＝
ニ
ニ

-＝＝二＝＝

ニ
ニ
ニ
五

―
-
＝
二
七

ニ――――10

=
=
＝
―
1
0
 

111=―――― 

一＝―-―-五

―――――――八

一
三
四
0

一
三
四
―
―

ニ
ニ
四
＝
―

ニニ四一――

ニ
ニ
四
九

一
三
五
0

ニニ五―――

=-―一五六

―――一五八

――――五九

大
工
山
田
道
順
・
小
工
大
夫
守
長

大
巧
藤
原
末
政

大
工
大
和
権
守
光
連

都
匠
上
野
実
貞

治
工
大
和
権
守
光
連

大
工
平
次
五
郎
行
次

銅
匠
藤
原
守
重

大
工
大
和
権
守
物
部
国
光

大
工
大
和
権
守
物
部
国
光

鋳
師
河
州
旦
南
部
入
道
浄
仏

鋳
政
之

大
工
物
部
守
光

大
工
兵
衛
大
夫
大
江
守
光

大
工
宗
蓮
巳
下
等

大
工
山
城
権
守
物
部
法
名
道
光

鋳
師
散
位
藤
原
助
信

鏑
鴻
鐘鐘

宝椎
鐘鍾鐘鐘

椎
鐘鐘

洪 椎洪巨 蒲洪大洪推
鐘鐘鐘鐘鐘鐘鐘牢鐘鐘鐘鐘

- 67 -



九
〇
九
一

九
二

八
五
八
六
八
七

八
八
八
九

六
九
七
〇
七
一
七
二
七―――

七
四
七
五
七
六
七
七
七
八

七
九
八
〇
八
一

八
二

八一――
八
四

富

賀

仲

仙

寺寺

来

覚

寺

文

珠

仙

寺

総

世

寺

増

賀

堂

長

林

寺

守

公

神

社

清

水

寺

勝

迎福

院寺

円 永西

願

音

寺

引

接

山

寺

浅

草

寺

遍

照

寺

明

星

輪

寺

昂
I

妙勝長西放新栖

長
楽願光 雲

谷
寺寺寺寺寺

興

院寺

福

寺

山
梨
県
東
山
梨
郡
大
和
村

岐
阜
県
関
市
長
谷
寺
町

山
梨
県
塩
山
市
藤
木

大
阪
府
柏
原
市
雁
多
尾
畑

千
葉
県
印
猫
郡
印
西
町
大
森

滋
賀
県
長
浜
市
祝
町

愛
知
県
一
宮
市
大
和
町

山
梨
市
天
坪

京
都
府

京
都
市
上
京
区
北
野
千
本
通

東
京
都
台
東
区
浅
草
公
園

和
歌
山
県
伊
都
郡
花
園
村
深
瀬

岐
阜
県
大
垣
市
赤
坂
町

鎌
倉
市
山
ノ
内

大
分
県
東
国
東
郡
国
東
町
大
恩
寺

小
田
原
市
久
野

桜
井
市
多
武
峯

栃
木
県
足
利
市
西
宮
町

愛
知
県
豊
川
市
国
府

島
根
県
安
来
市
宇
賀
荘
町

大
阪
府
川
辺
郡
多
田
村
？

京
都
市
左
京
区
大
原
来
迎
院
町

愛
知
県
宝
飯
郡
御
津
町
金
野

愛
知
県
新
城
市
八
名

延
文
己
亥
季
冬
廿
日

貞
治
弐
苛
寇
七
月
七
日

貞
治
五
年
可
十
二
月
廿
七
日

正
平
二
十
二
年
紅
七
月
七
月

応
安
二
率
十
一
月
六
日

応
安
六
年
丑
閾
十
月
三
日

永
和
第
二
丙
辰

永
和
丁
巴
三
月
下
辮

康
暦
元
年
筵
八
月
十
八
日

康
暦
元
年
誌
孟
秋
四
六
之
天

量
一
年
訂
五
月
初
三
日

明
徳
三
年
鯉
二
月
日

明
徳
祓
年
三
月
十
二
日

応
永
丁
丑
仲
春
日

応
突
一
年
町
三
月
十
七
日

応
永
十
五
年
頸
十
二
月
十
三
日

応
永
廿
一
一
一
年
卯
月
廿
七
日

応
永
廿
三
年
輌
十
一
月
廿
一
日

応
永
廿
一
一
一
年
祠
十
一
月
十
五
日

子
時
応
永
廿
八
天
野
重
陽
初
八
日

正
長
元
年
[
+
月

永
亨
七
年
鰐
十
一
月
廿
日

千
岩
文
安
一
一
一
年
餌
十
一
月
十
七
日

宝
徳
二
年
頭
十
二
月
廿
二
日

―
―
―
一
五
九

=-―一六一――

=
-
―
一
六
六

二
二
六
七

一
三
六
九

――-＿七―――

ニ
ニ
七
六

ニ
＝
七
七

―
―
―
―
七
九

―
―
―
―
七
九

ニ
―
―
八
七

=
-
＝
九
二

――――九一――

一
三
九
七

―
―
―
＿
九
七

一
四

0
八

一
四
一
六

一
四
一
六

一
四
一
六

一
四
ニ
―

i

―
四
二
八

ー
一
四
三
五

一
四
四
六

一
四
五

0

大
工
藤
原
国
次

大
工
左
衛
門
尉

和
州
住
人
大
工
友
光

大
工
性
寿

高
田
大
工
藤
原
貞
正

大
工
毛
利
常
吉

大
工
藤
原
為
継

大
工
藤
井
国
安

鋳
工
和
泉
守
経
宏

大
工
沙
弥
道
金
小
工
藤
原
久
縄

大

工

乎

末

宗

．

橘

末

次

大

工

道

金

大
工
藤
原
則
洞

大
工
河
内
権
守

大
工
藤
原
友
吉

大
工
羽
黒
新
兵
衛
尉

洪
鐘鐘
巨推
鐘鐘鐘
推椎洪
鐘鐘鐘鐘鐘鐘

鴻
鐘
嗚
鐘
洪
鐘鐘鐘鐘鐘 鐘

- 68 -



―
―
二

―ニ――

―
―
四

―
一
五

―
―
六

1
0九
―1
0
 

―
―
―
 

九
九
1
0
0
 

I
O
I
 

1
0
ニ
IOI―― 
1
0四
1
0五
1
0六
1
0七
1
0八

九
六
九
七
九
八

九一――
九
四
九
五

愛
知
県
宝
飯
郡
御
津
町

愛
知
県
一
宮
市
大
和
町

岐
阜
市
矢
島
町

栃
木
県
日
光
市
挽
板
町

神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町

愛
知
県
豊
川
市
森
町

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
藤
ノ
木
町

愛
知
県
新
城
市
裏
野

愛
知
県
豊
橋
市
老
津

愛
知
県
小
室
飯
郡
小
坂
井
町

愛
知
県
岡
崎
市
本
宿

奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
町

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町

奈
良
県
吉
野
郡
下
市
町

大
阪
府
藤
井
寺
市
道
明
寺

大
津
市
坂
本
町

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
下
羽
栗

本
国
寺
京
都
市
東
山
区
山
科
御
陵
町
大
岩
町

難
波
別
院
大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
四
丁
目

常
照
寺
京
都
府
北
桑
田
郡
京
北
町
井
戸

高
台
寺
京
都
市
東
山
区
下
河
原
通

寺
京
都
府
宮
津
市
成
相
寺

成

相

光来道

得

寺

迎明

寺寺

長

谷

寺

金

剛

峯

寺

宝

糠

寺

下
醍
醐
寺

行

願

寺

法

蔵

寺

永太
平

寺

伊
奈
八
幡
宮

昌

住涼林

寺寺寺寺

清 須

磨

御
津
神
叫
d

天
祥
庵

妙
興
寺

本

誓

寺

浄

光

寺

享
徳
元
年
咋
十
月
十
五
日

享
徳
二
稔
龍
集
癸
酉
孟
秋
日

長
禄
二
年
虚
九
月
十
七
日

子
時
長
禄
三
年
鯰
十
二
月
九
日

長
禄
二
年
麟
十
一
月
十
日

告
寛
正
五
年
岬
十
一
月
十
五
日

文
明
十
六
年
鱈
十
一
月
吉
日

塁
一
年
鯰
十
一
月
七
日

薔
応
第
四
立
穏
蜻
月
如
意
珠
日

明
応
六
年
BT
十
一
月
廿
一
日

明
応
七
年
叙
霜
月
十
七
日

文
亀
元
年
呼
十
月
九
日

永
正
元
年
拉
卯
月
八
日

永
正
十
六
年
餌
六
月
十
八
日

大
永
元
季
十
一
月
二
日

永
禄
十
町
歳
十
月
廿
一
日

皆
永
禄
十
二
諄
九
月
十
日

元
亀
―
―
―
年
年
菊
月
吉
日

天
正
歳
舎
碍
仲
春
如
意
珠
日

文
禄
癸
已
九
月
吉
辰

文
禄
五
輯
暦
林
鐘
下
旬
第
四
日

慶
長
九
年
甲
辰
九
月
日

沓
慶
長
十
一
年
柔
兆
敦
洋
小
春
紐
認

千
貶
慶
長
十
三
叫
年
九
月
廿
四
日

一
四
五
二

一四五一――

一
四
五
八

一
四
五
九

一
四
六
〇

一
四
六
四

一
四
八
四

一
四
八
八

一
四
九
五

一
四
九
七

一
四
九
八

一五

0
1

惣
大
工
形
部
承
口

大
工
大
和
権
守
浦
部
春
久

大
工
丹
治
直
則

大
工
藤
原
朝
臣
兼
次

総
大
工
藤
原
長
家
・
蔭
原
有
光
他

大
工
豊
川
南
一
色
九
良
左
衛
門

大
工
太
郎
左
衛
門
助
九
郎

大
工
藤
原
氏
兼
年

吾
孫
子
助
大
夫
源
六

一五

0
四
大
工
藤
原
国
久

一
五
一
九
大
工
神
足
掃
部
浦
原
春
広

一
五
ニ
―
治
工
藤
原
朝
臣
吉
久

一
五
六
七
大
工
藤
原
左
衛
門
尉
家
次

一
五
六
九
大
工
御
船
中
蔵
人
助
橘
直
成
他

一
五
七
二
大
工
和
智
大
迫
三
郎
左
衛
門

一
五
八
六
大
工
兵
衛
太
夫
藤
原
友
次

一
五
九
一
―
―
鋳
物
師
藤
原
国
次

大
工
我
孫
子
杉
本
藤
原
朝
臣
仏

一

五

九

六

一

善

左

衛

門

尉

家

次

一六

0
四
一
治
工
野
上
氏
意
足

一六

0
六
―
―
一
条
釜
座
藤
原
対
馬
守
国
久

助
左
衛
門
尉
藤
原
久
次
．

一六

0
八
大
工
―
―
一
郎
左
衛
門
尉
藤
原
家
次

洪
鐘
華
鐘

洪推椎洪 椎大洪 推推洪
鐘鐘鐘鐘 鐘鐘鐘鐘鐘鐘鐘 鐘鐘鐘鐘鐘鐘

- 69 -



―
―
九
三〇三一

―
ニ
ニ

―ニ―――

―
二
四

―
二
五

―
二
六

―
二
七

―
二
八
三九
―――

10 

――――― 

――-=-

――――――― 

――-＿四

――――五

―――一六

ニ
ニ
七

――――八

一
三
九

一
四

0

―
―
七

―
―
八

本 久

照本

寺寺

重

泉

寺
心

寺

本

誓

寺
願

寺

一願浄 西長

国慶

寺寺

西本唯智高大
恩野阪

専専大院六山町
谷時中

寺寺寺寺鐘鐘寺

神醍大
峯白醐

福覚宇山山
塔寺神
蓮方

寺寺院社寺

本 仲

仙

万

品

寺

法

蔵

教

寺

精

院

九大

広

寺

大
阪
府
池
田
市
綾
羽
町

奈
良
県
御
所
市
猶
原

愛
知
県
岡
崎
市
本
宿

和
歌
山
市
鈴
丸
町

宝
塚
市
中
山
寺
字
独
鈷
尾

大
阪
市
役
所
屋
上

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町

東
山
区
智
恩
院
大
谷
寺

大
阪
市
浪
速
区
鵡
町
一
一
の
番
外
ニ

寝
屋
川
市
四
条
畷
町

京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
大
字
飯
岡

大
阪
市
天
王
寺
区
下
寺
町
一
ノ
一

京
都
府

高
槻
市
原
―
―
―
―
―

10
一
の
一

大
阪
市
南
区
中
寺
町
七

愛
媛
県
周
桑
郡
壬
生
川
町
北
条

大
阪
市
東
区
天
満
橋

大
阪
市
天
王
寺
区
下
寺
町

大
阪
市
浪
速
区
大
国
町

二
の
一

0
0の
二
〇

大
阪
市
天
王
寺
区
逢
阪
上
之
町
一
五
五

大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉

不

明

大
阪
市
南
区
谷
町
八
ノ
―
―
―
ノ
ニ

大
阪
市
南
区
谷
町
八
ノ
七
ノ
―
―
―

皆
慶
長
十
四
胆
年
二
月
吉
辰

沓
慶
長
十
五
疇
季
三
月
吉
日

巖

長

十

七

誓

甚
慶
長
拾
九
年
詞
―
―
一
月
三
日

干
時
元
和
四
叙
年
三
月
十
八
日

寃
永
十
一
闘
逢
関
茂
季
秋
吉
日

寛
永
十
二
立
暦
卯
月
十
二
日

寛
永
十
一
玉
和
暦
九
月
十
五
日

寛
永

m
拾
四
歳
閾
正
月
拾
五
日

沓
寛
永
十
四
釘
応
鐘
中
旬

千
時
寛
永
十
六
鯰
年
三
月
到
彼
岸
日

千
時
寛
永
十
九
号
年
初
夏
二
十
五
日

寛
永
之
十
有
九
季
黄
鐘
之
吉
日
良
辰

正
保
第
二
記
稔
二
月
吉
祥
日

正
保
第
二
正
暦
仲
秋
中
旬
八

明
暦
元
詞
歳
正
月
日

寛
文
元
年
辛
丑
六
月
日

沓
寛
文
二
戸
歳
四
月
十
―
―
一
日

寛
文
＝
＝
繹
暦
四
月
二
日

告
寛
文
四
砂
龍
集
八
月
廿
五
日

寛
文
八
砂
年
十
月
＝
一
月

延
宝
弐
詞
歳
七
月
廿
一
日

延
宝
五

BT暦
卯
月
二
十
五
日

延
宝
第
五
大
歳
在
丁
巴
一
ー
一
月
如
意
珠
日

一
六

0
九

一
六
一
〇

一
六
―
ニ

一
六
一
四

一
六
一
八

一
六
三
四

一
六
三
五

一
六
三
六

一
六
三
七

一
六
三
七

一
六
三
九

一
六
四
二

一
六
四
二

一
六
四
五

一
六
四
五

一
六
五
五

一
六
六
一

一
六
六
ニ

一六六一――

一
六
六
四

一
六
六
八

一
六
七
四

一
六
七
七

一
六
七
七

大
工
藤
原
次
良
左
衛
門
尉
家
次

大
工
藤
原
氏
重
久

鋳
物
師
摂
州
天
王
寺

五
郎
右
衛
門
藤
原
朝
臣
長
次

治
工
石
津
太
郎
藤
原
正
治

治
工
藤
原
家
次

治
工
和
田
出
雲
橡
藤
原
国
久

大

工

藤

原

家

次

・

治
工
撰
州
天
満
住
藤
原
茂
元

鋳
師
洛
陽
三
条
釜
座
西
村
治
兵
衛
家
次

治
鋳
大
工
藤
原
正
次

治
工
藤
原
一
―
―
知

大
工
仏
金
屋
清
右
衛
門
藤
原
家
次

治
H
堺
菊
波
出
雲
少
橡
藤
原
家
次

治
工
三
条
釜
座
和
田
信
濃
大
橡
藤
原
国
次

治
工
大
坂
住
堀
惣
左
衛
門
尉
藤
原
家
次

治
工
堺
菊
波
太
郎
左
衛
門
尉
藤
原
家
次

治
工
堺
住
菊
波
相
模
藤
原
宗
次

治
工
長
谷
川
信
吉

塁
謳
瓢
贄
鯉
麟

蒲
牢

撃
鐘鐘

梵
鐘

撞
鐘
洪
鐘

洪
鐘
洪華鴻 洪洪
鐘鐘鐘鐘鐘鐘鐘

- 70 -



一
四
一
一
四
二

一四一――

一
四
四

一
四
五

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
九

一
五
〇

一
五
一
一
五
二

一五一――

一
五
四

一
五
五

一
五
六

一
五
七

一
五
八

一
五
九

一
六

0

1

六一
一
六
二

一六一――

一
六
四

光西神若妙寒慈寿津銀震正宝泉正無天善大願安正福本
村 徳

得方護王経山教法 山雷覚珠涌法量国山福安生楽念泉伝
別

寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺院寺寺寺盆寺寺寺寺寺寺寺

不大
阪
市
北
区
西
寺
町
二
の
一
〇

大
阪
下
南
区
谷
町

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
下
狛

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
九
七
八

太
田
一
七
二
八

滋
賀
県
高
嶋
郡
新
旭
町

大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
四
の
六
八

明

大
東
市
一
一
＿
住
町
一

0
の一

0

大
阪
市
南
区
中
寺
町
一
八
の
一
―
―

宝
塚
市
山
本
字
東
宮
ノ
前
二

0
の一

大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉

大
阪
市
南
区
谷
町
八
の
一
四
の
二

大
阪
市
天
王
寺
区
生
率
寺
町
四
一
―
―

大
阪
市
天
王
寺
区
下
寺
町

大
阪
市
天
王
寺
区
国
分
町
一
六
五

大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津

大
阪
市
南
区
中
寺
町
九
の
二

京
都
市
東
山
区
泉
涌
寺
山
内
町
二
七

大
阪
市
北
区
東
寺
町
―
二
の
七

大
阪
市
天
王
寺
区
下
寺
町

大
阪
市
南
区
中
寺
町
一
八

大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
寺
町
四
一

大
阪
市
東
区
本
町
四
の
二
七
這
の
二
四
六

大
阪
市
天
王
寺
区
勝
山

延
宝
六
占
孟
夏
仏
誕
日

延
宝
八
虹
年
九
月
廿
一
一
＿
日

天
和
二
年
龍
輯
壬
戌
春
二
月
消
長

千
時
貞
享
二
琴
暦
七
月
廿
一
二
日

罷
貞
享
二
認
歳
大
呂
陽
日

貞
享
三
丙
寅
年
四
月
八
日

，
貞
享
四
町
歳
美
景
如
意
珠
日

貞
享
五
年
歳
在
戊
辰
孟
春
吉
旦

晋
貞
享
五
竺
戻
月
十
五
日

皆
元
禄
第
二
歳
舎
己
巳
閾
正
月
良
辰

元
禄
四
季
龍
集
辛
未
灰
鐘
十
五
日

元
禄
五
惧
龍
舎
壬
申
秋
九
月
令
日

元
禄
六
証
年
四
月
廿
一
日

岳
時
元
禄
九
祖
年
二
月
十
九
日

元
禄
第
十
四
龍
集
辛
巳
載八
月
十
有
五
日

元
禄
辛
巳
秋
関
八
月
五
日

岩
元
禄
十
五
特
歳
十
月
十
五
日

元
禄
十
五
壬
午
年
八
月
吉
辰

元
禄
十
六
歳
舎
癸
未
仲
冬
天
赦
大
祥
日

元
禄
十
六
紐
祀
八
月
十
六
日

宝
永
六
巳
丑
稔
初
秋
吉
辰

宝
暦
七
年

正
徳
三
癸
巳
年
閏
五
月
廿
五
日

千
時
享
保
十
二
虹
歳
林
鐘
朔
旦

一
六
七
八

一
六
八
〇

一
六
八
二

一
六
八
五

一
六
八
五

一
六
八
六

一
六
八
七

一
六
八
八

一
六
八
八

一
六
八
九

一
六
九
一

一
六
九
二

一六九―――

一
六
九
六

一七

0
1

一七

0
1

一七

0
ニ

一
七

0
ニ

一
七

0-――

一七

01――

一七

0
五

一
七
一
〇

一七――――

．
一
七
二
七

鋳
物
師
長
谷
川
久
左
衛
門

工
人
藤
原
宗
信

治
工
藤
原
宗
信

大
坂
住
冨
永

治
工
洛
陽
釜
座
近
藤
丹
波
橡
藤
原
佐
久

治
工
大
坂
住
長
谷
川
久
左
衛
門

治
工
洛
陽
美
濃
大
搬

治
工
三
条
釜
座
和
田
信
濃
大
橡
藤
原
国
次

三
条
釜
座
和
田
信
濃
大
換
藤
原
国
次

大
工
藤
原
国
吉

治
工
入
道
実
円

治
工
洛
陽
一
一
一
条
釜
座
近
藤
丹
波
橡
藤
久

治
工
大
谷
相
模
橡
藤
原
正
次

治
工
山
城
住
藤
原
朝
孫
松
下
吉
次

治
工
山
城
住
藤
原
松
下
吉
次

治
工
長
谷
川
久
左
衛
門
尉
藤
原
信
好

治
工
堺
住
菊
波
相
模
藤
原
宗
次

箪
鐘

鴻
鐘鐘

健
稚
鋸
鐘

華
鐘
洪
鐘

梵漏
鐘鐘鐘

宝洪 宝蒲洪
鐘鐘鐘鐘牢鐘

梵
鐘鐘鐘

- 71 -



朝
鮮
鐘

22

『

一

六

五

徳

林

寺

不

一
六
六
真
光
寺
大
阪
府
泉
南
郡
佐
野

一

六

七

正

徳

寺

不

明

そ
の
他
年
代
不
明
鐘

8

明
鐘

2

眠｛

時
維
享
保
十
三
龍
集
認
四
月
十
五
日

宝
暦
年
中

天
保
十
一
年
歳
次
庚
子
孟
春
吉
日

一
七
二
八
治
工
擬
州
訟
本
庄
兵
衛
尉
藤
原
重
光

一
七
五
一
ー

一
八
四
〇

大洪
鐘鐘鐘

- 72 -




